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組織再編と「究極の融合と連携」により、 

管理強化・労働強化がさらに進む!! 
 

 

 

 

 

 

 

私たちの職場と働き方の未来は本当にこれで良いのか!? 「定期昇給を軸とした新たな格差と分断、不利益変更

反対！安全・健康・生活を守るため全組合員でたたかおう！」のスローガンの下、全職場で議論を巻き起こそう!! 

評価型人事・賃金制度により、過度な競争と格

差が持ち込まれ、安全と専門性が脅かされる!! 
 

将来にわたって、生活面で本当に 

「不利益変更は無い」と言えるのか？ 
 

 

人事・勤労 UT が八王子事業本部に集約される!! 

団体交渉等、労使協議での不利益は無いのか？ 

 事業本部設置により権限が委譲され、意志決定は

迅速化するが、その分管理体制も強化される。 

 現業機関と企画部門が融合され、仕事の内容が複

雑化・高度化し、社員の負担はさらに増大する。 

 ジョブローテーションは廃止されるが、事業本部

内では「究極の融合と連携」により、今まで以上に

広範囲で融合・連携が行われ、労働強化が進む。 

 経験労働で専門性を高め、チームワークで安全を守る鉄道業に

評価型賃金制度が持ち込まれ、新たな格差と分断が発生する。 

 過度な競争と格差はチームワークを破壊し、評価を得るための

課題達成は大きな負担となり、事故・事象の正しい報告を阻害す

る要因にもなる。鉄道の安全・専門性が脅かされることは明白!! 

 競争圧力の一方で敵意と不信感が蔓延し、ゴマスリ・密告・蹴落とし

等が横行する恐れも。命令と服従の暗黒の職場にしてはならない!! 

改正後の賃金のイメージ 

 初任給引上げや移行措置、５５歳以降の昇給継続、定年延長等によ

り、「全社員の６５歳までの生涯賃金が増額される」との事だが、定

期昇給が能力昇給に変更され、現行より昇給額は低下し、評価に

より最大３０００円の格差が発生。乗務員手当等も廃止される。 

 子育て等の家計負担が増大する世代の賃金が現行より低下する。 

 ６５歳まで働いてようやく生涯賃金が増額となるが、現役世代が

定年を迎える数十年後まで制度が維持されるかどうかは未知数。 

（①＋③）＞② 

 栃木・埼玉・東京・山梨の４県、３地本にまたがるエリアの人事・勤労

UT が八王子に集約される。組合員数や事業所規模、業務量等は

大宮地本の割合が大きいが、労使協議は八王子事業本部が対応。 

 業務把握や要員配置、迅速な労使協議などに不利益は無いのか？ 
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職場での地道な関わりで培われた

信頼関係や仲間の大切さ、共に行動

する必要性を感じ、加入を決意。 

加入した仲間からは、「会社のことを

真剣に考えているのは東労組だ」「結

局頼れるのは労働組合しかない」と

いう声を頂いています！ 



                                   

                                

                         

２０２５年７月１５日         ＪＲ東労組大宮地本            第２９３号（４） 

ＪＲ東労組大宮地本第２２回バスケットボール大会を開催！ 
日にち：202５年６月２７日（金） 

場  所： ブレックスアリーナ宇都宮 

２０２５年６月２７日（金）、応援

を含め、約 50 名の参加で開催

され、激戦の結果、大宮統括セ

ンターが優勝しました。 

大会には JR 貨物労組の仲間 

の参加、八王子地本でたたか 

っている仲間も参加し連帯のあいさつを頂きました。

また激紙や激励品を渡し、共にたたかうことを確認し

ました。初めて参加する人や、統括センターチームで

交流などもあり、活気ある大会になりました。その後

全体交流会を行い、絆を深めました！ 

ＪＲ東労組大宮地本第２０回サークルセミナーを開催！ 
日にち：202５年６月２８日（土） 
場  所：大宮地本会議室 
 

202５年６月２８日（土）に

大宮地本会議室にて、各

サークル代表者と支部担

当者、２３名で開催しまし

た。中央本部川島サーク

ル議長から、会社姿勢 

からの苦闘と教訓、今後のサークル活動の方向性に

ついて講演を頂きました。サークル開催の成果と教

訓、悩み、苦労はしつつも、今後の活動に向けた発言

で出され、相互に学び合う場となりました。 

 

立憲主義を取り戻す！ 戦争させない！ ９条壊すな！ 
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日時：202５年８月３０日（土） １４：００開始 

場所：さいたま市文化センター多目的ホール 

（南浦和駅西口より徒歩７分） 
 

ＪＲ東労組大宮地本第２回海釣り（アジ）大会を開催！ 
日にち：202５年６月１０日（火） 

場  所： 金沢八景 

６月１０日（火）に「大宮地本第２

回海釣り大会」を金沢八景にあ

る一之瀬丸にて開催しました。

当日はあいにくの天候ではあり

ましたが、１７名の参加者でアジ

釣りを楽しむ事ができました。ア

ジが釣れる度に歓声が沸き、貸

切船内は大いに盛り上がりまし

た。また最後には表彰式での豪

華景品で、大成功に終えました。

今後も様々な企画で、釣りサー

クルを盛り上げていきます。 

 

ＪＲ東労組大宮地本第３回レールクラブ運転会を開催！ 
日にち：202５年５月３１日（土） 

場  所： 大宮総合車両センター資料室 

５月３１日（土）に「大宮地本レールクラブ第３回運転会

（模型運転会）」＆「総会」を大宮総合車両センターにて

開催しました。鉄道を愛する 42 名の仲間が集まり、

各自が持ち寄った車両を思う存分に走らせて周りの

仲間と楽しみました。また懇親会でも楽しく語り合い

親睦を深めました。今後も結集力を活かし、組織の強

化・拡大に繋げていきます。 

   
 


